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ロシア帝国が譲歩するとき：ロシア・教皇庁関係におけるアルメニア・カトリック問題
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①研究の背景

●研究対象

・・・ロシア帝国のアルメニア人カトリック教徒政策

ポーランドやバルト地域などに多くのカトリック教
徒を統治するロシア帝国にとって、カトリックの長で
ある教皇庁の影響力は排除するべき対象だった。

●問題の所在

・・・ところが、19世紀末以降、アルメニア人カトリッ
ク問題に関しては、ロシア帝国は教皇庁の言い分を
実質的に飲むかたちになった。190９年にロシア帝
国は、国内のアルメニア・カトリック教徒を管轄する
「使徒司牧者」として教皇庁の推薦するサルキス・テル
＝アブラハミアンを任命した。しかしながら、先行研
究でも、ロシア側が教皇庁に譲歩することを極度に嫌
う姿が強調されている。

なぜロシア帝国はこの問題に関して教皇庁に譲歩
したのかを発表者は2023年に論文として発表した。
その内容の一部を拙発表で紹介する。

●研究目的

・・・内政的な部分で着目されることの多かったロシア
帝国の宗教行政をグローバルな問題となった事象を
考察することで、ロシア帝国やその後継国家といえる
ソ連・ロシア連邦の宗教行政や外交を再考するうえで
新たな視座を与える

➁史料調査
●ロシア国立歴史公文書館（RGIA）
・・・カトリックなどロシア帝国が奉じる正教会以外の宗教
行政を扱っていた内務省外国宗派局の史料を今回は利用
政府内部のやりとりを考察することが可能に

③ロシア帝国譲歩の原因について
●アルメニア人・・・オスマン帝国領アナトリア東部やロシ
ア帝国領南コーカサスに多く居住（地図の地域）。住民の
多数派は独自のアルメニア教会である。ただし、イエズス
会やムヒタル会などカトリック側による布教活動により
アルメニア人の一部はカトリックに改宗。

●原因＝中央政府とコーカサス地方当局の対立
・・・ロシア帝国と教皇庁は、アルメニア人にも司教座を認
めるのかどうかで対立
①中央政府は、教皇庁の影響力を増大させないためにカ
トリックの司教を国内に増やしたくない
➁コーカサス地方当局は、地方の問題（グルジア人とアル
メニア人間の宗教・民族問題）に留意。アルメニア・カト
リック教徒を保護するために最終的にはアルメニア・カト
リックの司教任命を強硬に求める。
中央政府が教皇庁と妥協しなければ地方を説得でき

ないと考えるようになった（アルメニア・カトリックの長
に関する任命権を事実上譲渡）。
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④まとめ
●1905年ロシア革命後は、帝国はカトリックの
普遍性・宗教性でアルメニア・カトリック教徒がア
ルメニア民族主義に傾斜するのを防ごうとする。
ロシア政府は、教皇庁の影響力が増したとして

も、同庁が推薦するテル＝アブラハミアンをアルメ
ニア・カトリック教徒の長として承認することに

●国内事情や帝国の宗教行政が、国外のアクター
に対する帝国のアプローチにどのように影響した
のかほかの事例も考察していくべきだろう。
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